
【22_018/思考系メルマガ】『勝つ』＜＜『負けない』の意識

〇〇さん

こんにちは、クロガキ（クロ）です。

ご心配おかけした妹者ですが、今日はすっかり元気になって、みかんをモリモリ食べています

（笑）

「明日から保育園に行く？」とたずねると「おう！」と気合の入った返事をくれました。

まー、この時期はほんとよく風邪ひきますが、元気になってくれてほっとしています。

┏┓

┗■　昨日、のトレード振り返り
　└─────────────────

昨日のメールでは、GBPAUDの午後一トレードを紹介しましたが

メール配信後のLN時間中19時過ぎ頃、もう一本トレードをしました。

▼ツイート（GBPAUD ショート）▼
https://twitter.com/fxrealtradelive/status/1483043065824948225?s=20

これは、最近検証母数を300ほど集めて

少額のフォワードテストを行っている、今までとちょっと違うタイプのトレードです。

ですが、こちらの方が従来のロンドンデイトレよりも古典的なトレンドフォロータイプのトレードで

す。

ある意味原点に帰る感じですかね（笑）

～～以下、根拠の整理～～

中長期の背景は、日足直近高値を更新失敗（これがレジスタンス）によるショート目線

H1足の20SMA下抜けが確定して、次の40-50SMAまで　乖離空間　があるのを確認し

https://twitter.com/fxrealtradelive/status/1483043065824948225?s=20


M15足以下、三尊のチャートパターンを確認しつつ、ネックラインブレイクで入っていく
～～

ざっと説明するとこんな感じなのですが、そもそもブレイクエントリーなので

初動を狙うのに比べると遅めのエントリーになるわけですが

損切位置と利確目標とのリスクリワードバランス（このトレードは2.5を確保）をちゃんと考えてい
れば、それほど怖くありません。

┏┓

┗■　トレードでは『勝つこと』よりも『負けない』事を意識しよう
　└─────────────────

さて、今日の本題ですが

結論として、だいぶ誤解を恐れずに端的な表現をさせてもらいました。

が、さんざん『トレードは確率論』という話をしておきながら『負けない』が大事って

どういうことじゃい！とツッコミを入れたくなることでしょう（笑）

なのでちゃんと説明します。

ここで言う『負けない』というのは、『勝つ』の定義と同じように

『”トータルで”　負けない』意識を行動に移していく、ということです。

どういうことかを説明するために、ここで一旦僕のトレードのツイートの話に戻ります。

僕は自分のトレードのツイートをする際には

なるべく毎回『ストップ』『利確目標』『リスクリワード』を見えるようにしています。

これはエントリー位置よりも、この『リスクリワード』、そして『どこで損切しているのか』

この点を皆さんにはしっかり見て、理由を考察してほしいと考えているからです。



ほかの多くの発信のように、獲得したpipsも一応併記していますが、それ自体はさほど重要では
ありません。

まして、利益金額を載せても（自慢にはなるんでしょうが）意味はないので、見てくれる人の焦りを

誘わないように

敢えてロットも伏せています。（そんな驚くようなロットそもそも張っていませんけどね　笑）

『”トータルで”　負けない』トレードをするためには、『型』に沿ったトレードを毎回実践するのは当
然としても

リスクリワードバランス＝自分が狙う利幅に対して、どれだけのリスク（コスト）を払うのか？

ここを　事前に　把握することが非常に重要です。

このリスクリワードバランスの取りようによって、適正な勝率と併せてルールの妥当性を確認しま

す。

例えば、リスクリワード『２．５～３程度』を前提としたトレードをするのなら

極論ですが『勝率４割程度』でも理論上は利益が残ります。

つまり、勝率５割程確保して、上記のリスクリワードが獲れる可能性の高い場所に絞ってトレード

するだけで、トータルの利益　はしっかり残せるわけです。

そしてこの規則の中で１０回、１００回、１０００回とトレードし続け、『トータルプラス』で終わる状態

を保つ。

これが『勝つ（稼ぐ）トレード』であり、『（トータルで）負けない』トレードを実践するということなので

す。

どうしても、多くの人は　きれい（？）なエントリーの仕方や

『負け方』を前提として考えないハイリスクハイリターンなトレード（１０万円を１００万円に、みたい

な話）

に注目しがちですが、それではいつまでたっても



偶発的に大きな利益を獲れることはあっても『安定して稼ぎ続ける』事は困難です。

もちろん　勝ち目のある場所　を見つける『型』の検証は大事ですが、その原型を作ってフォワー

ドテストをする際には

実際の『勝率』『リスクリワード』を考慮して　今回のエントリーで負ける可能性　を考慮した

計画的なトレードを毎回ちゃんとできるかどうかも、しっかり意識して日々のチャートを追って行っ

てほしいと思います。

長くなりましたが、今日はこの辺で。。。

またメールしますね！

クロガキ（クロ）


